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﹁
福
祉
の
仕
事
﹂と
聞
い
て
︑皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
の
身
の
回
り
の
お
世
話
＝
介
護
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

し
か
し
︑福
祉
の
仕
事
は
一
言
で
は
表
す
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
︑そ
の
分
野
や
職
種
は
多
岐
に
わ
た
り
︑

活
躍
の
場
面
も
多
様
で
す
︒い
く
つ
も
の
職
種
が
重

な
り
合
っ
て
︑人
々
の﹁
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ

わ
せ
﹂の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
︒

福
祉
の
仕
事
に
す
で
に
携
わ
っ
て
い
る
方
も
︑福
祉

の
仕
事
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
方
も
︑﹁
福
祉
の
世
界

に
は
こ
ん
な
仕
事
も
あ
る
ん
だ
！
﹂と
新
た
な
気
づ

き
を
得
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
︒

福
祉
の
業
界
は
︑対
象
者
ご
と
に﹁
高
齢
﹂﹁
障
害
﹂

﹁
児
童
﹂﹁
そ
の
他
生
活
困
窮
者
等
﹂と
一
般
的
に
大

き
く
４
つ
の
分
野
に
わ
け
ら
れ
ま
す
が
︑今
回
は
仕

事
の
内
容
か
ら
独
自
の
観
点
で
４
つ
に
分
類
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
︒

福祉の
仕  事
大事典

一人ひとりに向き合い、
成長や自立を支える仕事

▶▶p.03

困りごとを聴き、支援に
つなげる相談の仕事

▶▶p.04

自己実現や社会参加を
支える仕事
▶▶p.05-p.06

し
ご
と

経済界とつながる

社会活動家 ⁄ 
東京大学特任教授

湯浅 誠さん

福祉論壇
ろ ん だ ん

ふ くし

いことには、誰と何をどう切り結ぶのかも見えて

こない。

福祉が「福祉を越える」と唱えて久しい。しかし

なかなか十分には越えられていないように見え

る。私自身には「福祉の人」というアイデンティ

ティはないが、人と人がつながって、ささえあう

包摂的な社会の実現を求める一人として福祉

にはがんばってもらいたい。しかし「福祉を越え

る」と言いながら、どこか「福祉をわかって」と

相手の変化を求めているようなフシを感じるこ

とがあるのもたしかだ。だが、相手の変化を求

めているかぎり、相手は変化しない。そんな操

作主義的な願望が通用しないのが人と人の関

係だと、相談支援で学んできたのが福祉の人た

ちのはずだ。だから私自身はこっちから変わっ

ていくことにしている。それもまた「ひたすらな

るつながり」だ。

入会の目的は明確だ。力のあるより若い人たち

が、どんどん入会できるようにしたい。越境をあ

たりまえにしたい。私がやってきたような苦労は、

10年後にはもうしなくていい苦労にしたい。幸

い、新浪剛史・新代表幹事の下で、上記の流れ

はさらに加速しつつある。今の40歳前後の人た

ちの中には、とても力があって優秀な人たちが

大勢いる。その人たちがより広い舞台で力を発

揮していけば、もっとずっとよい世の中がつくれ

るのではないか。そんな期待がある。

経済同友会に入会した。日本経団連と並び称さ

れる経済団体である。

きっかけは、去年、同会が主宰した「未来選択会

議」に呼ばれたことだった。同会に呼ばれること

は初めてではないが、久しぶりに出てみて、同会

の雰囲気がかつてと違っていると感じた。当時の

代表幹事である櫻田氏の基調講演からして、

「生活者共創社会」を謳い、NPOを含むあらゆる

ステークホルダーとの共創を求めるものだった。

日本が30年来まともに成長せず、諸外国から完

全に遅れをとっているのは、経済界が閉じた世

界で考えてきたことにも原因があるといった主張

だった。そして日本の再興を図る3つの指標を置

き、そのうちの一つは「社会包摂」だとあった。

日本の経済界が社会包摂を謳う日が来るとは

…という驚きがあり、同時に、では入会に向け

て扉を叩いてみようと思い立った。本気じゃない

とか、できっこないとか、くさすことはできるが、

私自身はこういうとき、せっかく同じ方向を向く

と言ってくれてるんなら、飛び込んで、何ができ

るかはわからないが１ミリでも進めてみようと考

えるタイプだ。かつて、政府にもそうやって飛び

込んで内閣府参与となった。

NPO法人理事長の入会申込ということもあり、

ややごたごたしたが、７月に無事に入会を果た

した。9月から、いくつかの委員会に顔を出して

みる予定だ。まずは、どういう人たちがどういう

議論を行なっているのかフィールドワークをしな

〈主な職種〉
ケアワーカー(介護職員・介助員)、ホームヘルパー、

生活支援員、就労支援員、職業指導員、
特別支援教育支援員、児童指導員、保育士 など

〈主な職種〉
事務職、栄養士、調理師、

送迎運転手、看護師 など

〈主な職種〉
介護支援専門員(ケアマネジャー)、

生活相談員、生活指導員、福祉事務所職員、作業指導員、
福祉活動専門員、相談支援専門員、母子指導員、

児童指導員、ケースワーカー、医療ソーシャルワーカー(MSW)、
精神医療ソーシャルワーカー(PSW)、スクールソーシャルワーカー(SSW) など

〈主な職種〉
キュレーター(学芸員)、アトリエスタッフ、

手話通訳士、要約筆記者、福祉用具プランナー、
住環境コーディネーター、ボランティアコーディネーター、
セラピスト※、ガイドヘルパー、トラベルサポーターなど

※PT：理学療法士、OT：作業療法士、ST：言語聴覚士・心理職など

福祉を支える仕事は
本当に幅広い！
▶▶p.07-p.08
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職業指導員
（パン製造・販売）

保育教諭社会福祉協議会
職員

スクール
ソーシャルワーカー

一人ひとりに向き合い、
成長や自立を支える仕事

困りごとを聴き、支援に
つなげる相談の仕事
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日
常
生
活
を
送
る
上
で
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
人
と
直

接
関
わ
り
、そ
の
人
の
成
長
や
自
立
を
支
え
る
仕
事
で
す
。高
齢
者
や

障
害
者
の
日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
療
育
を
行
っ
た
り
、本
人
と
対
面
で
直
接
関

わ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
こ
の
仕
事
で
す
。

介
護
職
や
訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、実
は
そ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
、障
害

の
あ
る
方
が
仕
事
に
就
く
た
め
・
仕
事
の
能
力
を
高
め
る
た
め
の
指
導

を
行
う
就
労
支
援
員
や
、子
ど
も
の
保
育
や
療
育
に
携
わ
る
保
育
士
な

ど
も
こ
こ
に
分
類
で
き
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
就
く
方
々
は
、主
に
高
齢
者
福
祉
施
設
、障
害
者
支
援
施

設
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
、老
人
保
健
施
設
や
療
養
型
病
床
な
ど
の
病

院
・
医
療
施
設
、保
育
所
な
ど
で
働
き
、本
人
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

相
談
援
助
の
専
門
技
術
を
活
用
し
、高
齢
者
や
障
害
者
、生
活
に
困
窮

し
て
い
る
人
な
ど
、生
活
課
題
を
持
っ
て
い
る
人
の
相
談
を
受
け
て
、

そ
の
人
に
適
し
た
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
調
整
す

る
仕
事
で
す
。本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
て
、家
族
や
行
政
、施
設
、病
院

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、そ
の
人
が
よ
り
良
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
ま
す
。

相
談
の
仕
事
は
、需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
活
躍
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、高
齢
者
福
祉
施
設
、障
害
者
支
援
施
設
、

児
童
養
護
施
設
、行
政
機
関
で
あ
る
福
祉
事
務
所
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、病
院
、就
労
支
援
を
行
う
事
業
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、社
会
福
祉
協
議
会
で
働
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
、学
校
や
教
育
委
員
会
で
活
躍
す
る

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
様
な
職
種
が
存
在
し
ま
す
。

垣貫 宏貴さん
社会福祉法人のぞみ会 なないろ子ども園

①保育士になったのは、自分自身が出会ってきた保育園

や学校の先生の影響が大きいです。自分が保育園のと

きに担任だった若くてきれいで明るい先生が大好きで、

本当に保育園が楽しかったです。また、成長する中で出

会った学校の先生たちは、勉強だけでなく、人として大

事なことを学校生活の中で伝えてくださる素敵な先生

だったので、自然と先生という職業に就きたいと思うよ

うになりました。

②保育教諭になって10年目です。4歳児クラスの担任で

すが、乳児クラスや他のクラスも手伝います。最近は採

用の仕事もするようになり、就職フェアに参加して園の

魅力を伝えたり、保育コーディネーターとして、若手の先

生や実習生をフォローしたりと園のほとんどのことに関

わっています。動画編集もできるので、園のＰＲ動画を作

成し、YouTubeチャンネルを開設しました。

③こうしてさまざまな仕事ができることはやりがいにあ

ふれています。今は、園の中だけでなく、未就学児を対象

にした地域イベントの企画や高校・短期大学で出前講座

もしています。保育教諭は、笑顔でみんなを幸せにする

素敵な仕事だということ伝えていきたいと思っています。

関 武志さん
社会福祉法人若竹会 ワークステーションわかたけ

①大学卒業後、民間企業に就職し、滋賀県に配属されて

営業の仕事に従事していました。働いているうちに、営業

目標等に追われるのではなく、もっと人の役に立つよう

なやりがいのある仕事がないかと思うようになり、福祉

の業界を調べてみると、今の若竹会の事業内容に興味

がわき、面接を受けました。実際に面接を受けると、職場

の雰囲気の良さも伝わりました。事業方針に共感でき、

事業内容も就労移行支援など、人の役に立つような仕事

があることもわかって、転職を決めました。

②ワークステーションわかたけ（障がい者就労支援施

設）で職業指導員として、障害のある利用者の皆さんと、

工房でパンの製造・販売を中心として従事しています。

施設外では清掃や農作業などに汗を流し、充実した日々

を送っています。

③一番のやりがいは、やはり私たちが指導した利用者の

方が技能を身に付けられ、施設を卒業して企業に就職が

決まったときなど、利用者の方の成長が感じられたとき

ですね。また困ったときなどにすぐに相談でき、解決して

くれる職場の先輩や上司の存在が大きく、自分自身の将

来像を描けることもやりがいにつながっています。

恒松 睦美さん
草津市立教育研究所 副参事

①学校を卒業して福祉とは関係のない仕事に就いていま

した。結婚後、夫の仕事の関係で一時期アメリカやカナダ

で生活していたこともあり、帰国後、個人や多様性を尊重

する自由な海外の教育環境と比較して、集団行動を重

視する日本の教育環境に違和感を覚えました。そこで、

2004年に仲間と認可外保育園を、2011年には子育て・

教育・家庭問題などの課題に取り組むべく「NPO法人あ

めんど」を立ち上げました。その後2013年からSSWの仕事

を始め、2020年より草津市立教育研究所で働いています。

②当研究所に設置する「やまびこ教育相談室」では、不

登校対策として「やまびこ教室」も運営しています。草津

市内に私含めてSSWが4名いますが、私は7校を担当し、

そこで生じるさまざまな子どもの問題に対し、先生・保護

者・行政などの皆さんと連携しながら、課題解決に取り

組んでいます。相談件数は年間500件を超えます。

③私は「関わった保護者や子どもから忘れられてなん

ぼ！」と思っています。忘れられる＝子どもが自立したこ

とを意味しますからね。ただ、毎年何名かは卒業時にわ

ざわざお礼を言いにきていただき、感慨深いです。大変

なこともありますが、非常にやりがいのある仕事です！ 

池山 紘一さん
東近江市社会福祉協議会 相談支援課 係長

①大学の専攻が地域福祉で、実習先が社協でした。地

域のニーズに合わせて住民さんと一緒に活動をつくり上

げていく社協の仕事が魅力を感じました。

②本会の相談支援課で地域福祉権利擁護事業をはじ

めとした相談支援の業務に携わっています。この仕事を

通して利用者さんから直接困りごとを聞くようになりま

した。たとえば、認知症の方の中には、ゴミを出す行為は

できても、曜日がわからず出せないということがあり、

放っておくとゴミ屋敷になってしまいます。そんな時に、

ご近所からの「今日ゴミ出しやで」の声かけで、その方が

地域生活を少しでも長く続けていくことができます。制

度・サービスの活用だけでなく、地域の多様な人とのつ

ながりや関わりによって、その人らしい暮らしを実現して

いけるよう心がけています。

③他人に自分の気持ちを表出することは勇気がいるこ

とです。相談の中で本音が聞けた時や、心の壁が低く

なったと感じる瞬間は「私のことを受け入れてもらえたの

かな」とうれしく思います。相談支援に正解はないです

が、相談者や地域の人と一緒に考えていくプロセスが大

事であり、そこがこの仕事の面白みだと思います。

〈主な職種〉 ケアワーカー(介護職員・介助員)、ホームヘルパー、
生活支援員、就労支援員、職業指導員、特別支援教育支援員、
児童指導員、保育士 など

〈主な職種〉介護支援専門員(ケアマネジャー)、生活相談員、生活指導員、
福祉事務所職員、作業指導員、福祉活動専門員、相談支援専門員、母子
指導員、児童指導員、ケースワーカー、医療ソーシャルワーカー(MSW)、
精神医療ソーシャルワーカー(PSW)、スクールソーシャルワーカー(SSW) など
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福
祉
に
関
わ
る
き
っ
か
け
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③
仕
事
の
や
り
が
い

①
福
祉
に
関
わ
る
き
っ
か
け
②
現
在
の
仕
事
内
容
③
仕
事
の
や
り
が
い

0304



施設長

手話通訳士

特集　福祉の仕事大事典 〈主な職種〉 
キュレーター(学芸員)、アトリエスタッフ、手話通訳士、要約筆記者、福祉
用具プランナー、住環境コーディネーター、セラピスト※、ボランティア
コーディネーター、ガイドヘルパー、トラベルサポーターなど

※セラピスト…理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・心理職など

自己実現や社会参加を
支える仕事福

祉
以
外
の
専
門
分
野
と
も
関
わ
っ
て
、本
人
の

生
活
の
幅
や
人
生
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
に

携
わ
る
仕
事
で
す
。

た
と
え
ば
、障
害
者
の
芸
術
活
動
・
表
現
活
動
を

支
援
す
る
仕
事
が
あ
り
、創
作
環
境
の
整
備
や
社

会
と
の
接
点
づ
く
り
を
通
し
て
、本
人
の
自
己
実

現
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
作
品
や
作
者
の
魅
力
を
社
会
に
発
信
す
る
展

覧
会
な
ど
を
企
画
す
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー（
学
芸

員
）も
福
祉
と
ア
ー
ト
を
両
方
理
解
す
る
特
殊
な

職
能
で
す
。ま
た
、聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
情
報

保
障
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆

記
者
、身
体
障
害
者
の
外
出
・
旅
行
支
援
を
し
て

い
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
は
、本
人
の
社
会
参

加
を
促
し
ま
す
。

こ
う
し
た
職
に
就
い
て
い
る
方
の
中
に
は
、事
業

所
に
所
属
せ
ず
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

働
く
方
も
い
ま
す
。働
く
方
も
い
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
職
種
は
ほ
ん
の
一
例
で
、

他
に
も
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
職

種（
P
T
：
理
学
療
法
士
、O
T
：
作
業

療
法
士
、S
T
：
言
語
聴
覚
士
、心
理
職

な
ど
）や
プ
ラ
ン
ナ
ー
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、本
人
の

心
や
身
体
の
機
能
、特
徴
を
捉
え
た
う

え
で
、本
人
の
願
い
に
寄
り
添
っ
て
支

え
る
、さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
と
し
て
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の「
や
り
た
い
」「
こ
う

し
た
い
」と
い
う
想
い
を
引
き
出
し
て
、

希
望
を
実
現
す
る
仕
事
で
す
。

①高校生の頃、自分が何をしたいのか考えていた中で

福祉に興味を持ったこともないし、ましてや「障害を持っ

た人」たちのことには全く無関心な代表的な一人でした。

今の職場で働いていた知人に忘れ物を届けるために

初めて施設に入ったとき、利用者の皆さんが自分を歓迎

し、瞬時に仲良くしてくれました。そのときに「驚き」とあ

りのままの自分自身を受け入れられているという「喜び」

がありました。それから自然と私はその人たちに会うた

めに工房に足を運ぶようになりました。自分自身も「かわ

いそう」「何かしてあげないと」という障害のイメージを

持って働き始めましたが、大切なことを学ばせてもらって

いるのは自分の方だと感じました。障害のある人は物理

的に苦手なことがあっても人格者であり、自分にとって

尊敬できる人がやまなみ工房の利用者の方々でした。「彼

らと一緒にいたい」「彼らに必要とされる自分自身であり

たい」と思ったのがこの仕事をするきっかけです。

②やまなみ工房は障害者多機能型事業所で、障害者の

表現・芸術活動に力を入れています。ギャラリーで作品

を展示したり、作品集を出したりしていますが、ここは絵

を描きたい人や粘土が得意な人が通う場所ではありま

せん。自分が幸せな気持ちになれるミッションを自分で

選ぶことのできる場所です。やまなみ工房では、表現す

るために必要な安心できる時間と空間、信頼関係をつ

くっています。

私の役割は、ここに勤めるスタッフの皆さんが「ここに勤

めてよかった」、ここを利用される利用者の皆さんが「明

日も来たい」と思ってもらえるように居心地よく、安心し

て穏やかに過ごせる場所や環境を整えることにあります。

彼らが持っている「個性・特性」や「得意なこと」が社会で

発揮されて、彼らの事を一人でも多くの人に正しく理解し

てもらうための環境づくりも大切な役割だと思っています。

③「障害とは何か」と考えたときに、普段接する機会の少

ない人たちが「どう接すればいいのだろう」と戸惑い、人

と人との間に生じる違いが障害になっていくと考えてい

ます。人と人が出会って仲良くなっていき、一方的な思い

込みや偏見がなくなる、そんな物語に接することができ

る瞬間が一番うれしいです。やまなみ工房が甲賀市に存

在していて、この町の人たちに「自分たちの町にやまなみ

工房があってよかった」と思ってもらえるような、いろい

ろな人の大好きなことが詰まった場所になれたらいいな

と思います。

①子どもの入学と同時にPTAの役員に当たってしまい、

正直、渋々会議に出て行事を企画していました。ところが、

この行事に参加した聞こえないお母さんとの出会いが

私の人生を大きく変えることになります。手話というもの

を目にしたこともない私でしたが、彼女とコミュニケー

ションを取りたいという気持ちで仲良くなるのと同じ速

度で手話そのものにも魅せられていきました。

②手話通訳は『人と人をつなぐ仕事』と思っています。実

際、通訳現場を見ると聞こえない人と手話のわからない

人の間をただ言語変換しているように見えるでしょうし、

残念なことに、聞こえない人を援助している人と思われ

ることもあります。たしかに、手話通訳はろう者に伝える

仕事ではありますが、最近はむしろ「聞こえる人（手話が

わからない話者）のために手話言語を駆使してろう者に

伝える仕事です」といろいろな場面で話すようにしてい

ます。また、『（聴者とろう者の）文化をつなぐ仕事』とも

思っています。日本の聴者には表情は出さず、空気で状

況をつかむ察しの文化がありますが、ろう者は真逆です。

具体的かつ表情豊かに感情を伝えないと伝わりません。

その文化の差がやり取りの中で大きなズレを生じさせる

こともあります。そのズレを解消する仕事と自負しています。

③私には生きがいとも言える大切にしていることが２つ

あります。ひとつ目は、聴者とろう者のコミュニケーショ

ンの邪魔をしないこと。コミュニケーションはできるだけ

直接取ってほしいので、そのお手伝いをします。聴者に

はマスクを外し『こんにちは！』と、口形を見せたり視線

を合わすことが大切であることや、ろう者にも身ぶりや

表情で伝わることもあるよと伝えています。ただ、情報保

障は違います。音声言語を手話言語に正しく変換して、

伝える相手のチャンネルにしっかり合わせて、聴者と情

報格差が生じないように『伝えたか』ではなく、『伝わっ

たか』を大切にしながら、ときに冷や汗をかいています

(笑)ふたつ目は『聴者と同じタイミングで笑ってほしい』

という思いです。通訳が伝わらず、ろう者だけが笑えずに

いることのないように。会場のろう者がどこに座っている

のかが見えなくなることが最高の喜びです。

山下 完和さん　社会福祉法人やまなみ会 やまなみ工房 施設長

田渕 千恵子さん 滋賀県健康医療福祉部障害福祉課 専任手話通訳士

①
福
祉
に
関
わ
る
き
っ
か
け
②
現
在
の
仕
事
内
容
③
仕
事
の
や
り
が
い

①
福
祉
に
関
わ
る
き
っ
か
け
②
現
在
の
仕
事
内
容
③
仕
事
の
や
り
が
い

0506



特集　福祉の仕事大事典

栄養士・調理師

食にまつわる仕事運営管理の仕事 総合的な仕事

事務職 救護施設職員

地域の居場所づくりを目的に2023年2月に開所した「つどえば」外観

福
祉
の
仕
事
は
非
常
に
幅
広
く
、

施
設
特
性
に
よ
っ
て
は
多
職
種

が
常
に
連
携
し
て
１
人
の
利
用

者
を
支
え
る
現
場
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、本
人
と
直
接
関
わ
る
の

で
は
な
く
、利
用
者
は
も
ち
ろ

ん
支
援
や
相
談
に
あ
た
る
職
員

を
支
え
る
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
が
福
祉
を
支
え

る
と
て
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

どんな分野の社会福祉施設でも、栄養士や調理員

などのスタッフが配置されていることはよくあります。

利用者一人ひとりの健康状態、障害の状況などに合

わせて、栄養と彩りある食生活を支えています。献立

の作成や食材の発注、調理員に対する栄養に関する

知識向上の指導、給食施設の衛生管理、利用者の食

生活の改善や指導にあたります。

ほぼすべての社会福祉施設で、経理や庶務など、利

用者の方との関わりは少ないものの、施設を支える

事務の仕事に従事している方もいます。経理では地

方自治体への運営費の請求、財務管理、職員の給与

事務などの業務があります。また、庶務では文書の

作成、発信・授受、労務管理、施設設備の維持管理な

ど、業務内容は多岐にわたります。

たとえば救護施設は、生活保護法にもとづく保護施設

のうち、経済的な問題も含め、日常生活を営むことが

困難な要保護者が生活扶助を受ける入所施設です。

障害の有無や高齢か否かに関わらず、多様な入所者

の生活全般を、さまざまな職種の連携によりサポート

します。これまでに紹介した仕事を網羅するような総

合的なスキルが求められます。

齋藤 誠一さん
社会福祉法人グロー 救護施設ひのたに園 園長

①大学進学の時点で福祉を選択していました。最初は児

童福祉に関心があったのですが、大学4回生で障害者の

グループホームを見学に行ったときに、関わる人や環境

次第で障害のある方がいきいき過ごしている様子を見て

障害福祉に関心を持ちました。私の出身地（北海道）で

は当時、親亡き後は入所施設に頼るしかない環境でした

が、滋賀県では地域で豊かな暮らしを継続できる先駆

的な制度や仕組みが整っていると聞き、滋賀の福祉業

界に飛び込みました。

②救護施設はかつて障害や高齢の方の入所がほとんど

でしたが、近年、特にコロナ禍以降は家をなくした若い

方が急に入所されるケースが増えました。今までの知識

や経験では対処しきれないこともあり、対応を常に改善

していくことが園長としての主な仕事だと考えています。

③自分たちの実践によって世の中や地域が変わってい

く感覚が得られたときにやりがいを感じます。今は、生活

保護に対する偏見などから公的な支援を受けず、貧困

の連鎖に陥っている人がいます。その状況を解消するた

めに、まずはひのたに園や「つどえば」の取り組みを充実

させ、多くの人に知ってもらいたいと思っています。

山中 未緒さん
社会福祉法人甲賀学園　児童養護施設鹿深の家

①食べることが好きだったので栄養士を目指しました。

最近は業者に委託している福祉施設もありますが、献立

を立てたかったので、食事を直営でつくっている施設に

就職しました。

②献立、調理、食育など子どもたちの食全般に関わって

います。給食だよりを作成して、料理の情報を子どもたち

に伝えています。鹿深の家には、４つのホームがあり、よ

り家庭的な雰囲気の中で食事をしています。材料に鶏肉

を準備しても、ホームごとに職員が調理するので、唐揚

げや照り焼き、塩焼きなど、できる料理に違いがあってお

もしろいです。調理方法次第で子どもが苦手な食材を克

服できることもあるので、ホーム職員との会話を通じて、

私自身勉強させていただいています。

③子どもが厨房に食材を取りに来るときに話をしたり、

アンケートを取ったり、できる限り献立のリクエストに応

えるようにしています。お刺身や海鮮丼のほか、最近で

はSNSで見た料理をリクエストされることも。施設にい

ると外食に行くことも少ないので、いろいろな食材や料

理にふれてほしいという思いで、子どもの「これ食べた

い！」を大事にしています。

宮島 佳子さん
社会福祉法人真盛園

①40歳後半からの転職で、前職が福祉関係（県社協）

だったので、できれば福祉の関係が良いと思っていたと

きに、事務職のお話をいただき、即決しました。採用され

たばかりの頃は、前園長の運転手や秘書的なことをやっ

たりしていました（笑）

②特別養護老人ホームや養護老人ホーム利用者の利用

料や措置費の請求事務をしています。前職で培ったパソ

コンスキルもあるので、現場の職員からは頼られていま

す。他には消耗品の手配をしたり、必要な研修受講の申

込や受講料の入金をしたり、送迎をしたりなど、幅広い

業務をこなしています。

③施設が西教寺の敷地にあるので、四季を感じる行事

も多く、行事のときには現場職員の手伝いもしています。

利用者さんが私の顔を覚えてくださり、施設内で見かけ

たときに喜んで声をかけてくださることも増え、うれしく

て毎日仕事に行くのが楽しみになりました。また、職員仲

間で太鼓クラブの活動もしています。園の行事や地域の

イベントで披露しています。事務だけでなくて、現場から

頼っていただけたり、利用者や地域の方にも喜んでもら

えたりするのがうれしく、やりがいにつながっています。

福祉の仕事は
 本当に幅広い！

〈主な職種〉
事務職、栄養士、調理師、送迎運転手、看護師 など

①
福
祉
に
関
わ
る
き
っ
か
け
②
現
在
の
仕
事
内
容
③
仕
事
の
や
り
が
い
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現行の制度で解決できない生活課題、地域の

福祉課題に気づいた「滋賀の福祉人」たちが、

課題解決に向けて実践しているさまざまな

取り組みをご紹介します。

「LOCO」は
ハワイの言葉で

「地元」を意味します

s
みんなの想いをカタチに

合同会社LOCO　代表　宮本 麻里さん

みんなの想いをカタチに
合同会社LOCO　代表　宮本 麻里さん

福祉現場の気づきから実践へ

た
ね

福祉現場で働く職員が学生に業界の魅力を伝える
高校や大学での「ふく・楽CAFE」（p.20で紹介）

福祉現場で働く職員から
直接話が聞ける「職場説明会」

介護の知識や技術の基本が学べる
「入門的研修」

特集　福祉の仕事大事典

L
O
C
O
誕
生
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、運
営
す
る
合
同
会
社

L
O
C
O
代
表
の
宮
本
麻
里
さ
ん
が

余
呉
地
区
で
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
参

加
し
て
い
た
と
き
に
聞
い
た
母
親
ら

の
声
で
し
た
。「
サ
ー
ク
ル
は
、時
間

が
決
ま
っ
て
い
て
、ご
飯
も
食
べ
ら

れ
な
い
。子
育
て
中
じ
ゃ
な
い
人
も

使
う
場
所
だ
か
ら
遠
慮
し
て
し
ま
う
。

ふ
ら
っ
と
行
け
る
場
所
が
ほ
し
い
ね
、

と
い
う
気
持
ち
を
聞
い
て
、な
ん
と

か
で
き
な
い
か
と
」。調
べ
た
け
れ
ど
、

み
ん
な
が
望
ん
で
い
る
よ
う
な
場
所

は
近
く
に
な
い
。そ
こ
で
宮
本
さ
ん

は
、副
代
表
の
桐
畑
裕
子
さ
ん
と
一

緒
に「
な
い
な
ら
つ
く
ろ
う
」と
立
ち

上
が
っ
た
の
で
す
。

ま
ず
考
え
た
の
は
、「
余
呉
以
外
の

地
域
の
人
た
ち
は
、ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
な
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。広

く
声
を
聴
く
べ
く
、長
浜
の
母
親

1
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま

し
た
。「
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

思
っ
て
い
て
。『
絶
対
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
』と
い
う
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
も
ら
っ
て
、絶
対
に
や
り

居場所がほしい親子や働きたいお母さんがふらっと寄れて、暮らしの困りご

との相談もできる場所が、長浜市の駅前にあります。カフェやリビングス

ペースを備えた子育て応援カフェLOCO。長浜市民の「あったらいいな」の気

持ちに応えて生まれ、進化を続けています。

え
に
し
の

た
ね

　
　

  

え
に
し
の

め

た
い
、や
れ
る
、と
い
う
確
か
な
力
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
」。こ
う
し
て
、

子
連
れ
で
集
え
る
カ
フ
ェ
を
自
治
会

館
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。２
０

１
５
年
の
こ
と
で
す
。

当
時
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
マ
ミ
ー
ラ
イ
フ
」。

お
母
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
幸
せ
に

思
っ
て
ほ
し
い
、と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
た
の
で
す
。「
育
児
中
の
ひ

き
こ
も
り
や
産
後
う
つ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
く
中
で
、子
育
て
を
楽
し
い
な

と
感
じ
ら
れ
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。最
初
の
一
歩
っ
て
、な
か
な

か
踏
み
出
せ
な
い
。そ
の
一
歩
が
、

『
L
O
C
O
に
行
っ
て
み
よ
う
』だ
っ

た
ら
う
れ
し
い
な
、と
」

こ
だ
わ
っ
た
の
は
、「
自
分
サ
イ

ズ
」で
や
る
こ
と
。子
育
て
し
な
が
ら

で
も
無
理
な
く
で
き
る
よ
う
に
、週

３
回
か
ら
始
め
ま
し
た
。２
年
間
続

け
、場
所
も
駐
車
場
も
手
狭
に
感
じ

て
、2
0
1
7
年
に
広
い
ス
ペ
ー
ス

に
移
転
。さ
ら
に
そ
の
２
年
後
に
、現

在
の
駅
前
に
移
っ
て
き
た
の
で
す
。

「
最
初
の
一
歩
」に
な
れ
る
場
所
を…

自
分
サ
イ
ズ
で
小
さ
く
始
め
る

滋賀県介護・福祉人材センターは、学校を卒業して初めて社会人になる人をは

じめ、他業種から福祉業界への転職を希望する人、さらには、すでに福祉の仕

事をしているけれど業界内で転職を考えている人の相談に応じ、施設や事業所

への橋渡しをする公的なセンターです。

もちろん利用料は不要！ご興味のある方は、ページ下部のお問い合わせ先まで、

ぜひ気軽にご連絡ください。

高
校
や
大
学
で
福
祉
を
学
び
、そ
の

中
で
自
分
は
障
害
分
野
で
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
、社
会
福
祉
法
人
に
入
職

し
た
人
。

製
造
や
サ
ー
ビ
ス
、金
融
な
ど
の
民

間
企
業
で
遮
二
無
二
働
い
て
自
分
を
見

失
い
か
け
て
い
た
時
、高
齢
者
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た
日
常
に
寄
り
添
い
、人
の

笑
顔
を
大
事
に
す
る
介
護
の
仕
事
を
し

た
い
、と
福
祉
業
界
に
飛
び
込
ん
だ
人
。

滋
賀
の
福
祉
で
現
場
で
い
き
い
き
と

働
く
人
の
声
を
聴
い
て
み
る
と
、福
祉

分
野
で
働
く
中
で
人
と
の
出
会
い
が
あ

り
、自
分
を
高
め
よ
う
と
学
ぶ
こ
と
で

仲
間
が
で
き
、「
福
祉
と
と
も
に
私
ら
し

く
生
き
る
」こ
と
を
わ
か
ち
合
え
る
大

切
な
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
に
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

ま
た
、先
輩
の
話
を
聴
い
た
若
い
人

た
ち
か
ら
は「
福
祉
の
仕
事
っ
て
カ
ッ

コ
い
い
な
」と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き

ま
す
。カ
ッ
コ
い
い
の
は
、現
場
の
リ
ア

リ
テ
ィ
に
向
き
合
う
プ
ロ
と
し
て
の
姿

勢
、そ
れ
を
伝
え
る
言
葉
、そ
し
て
何
よ

り
人
間
と
し
て
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
く

る
か
ら
で
す
。

あ
な
た
も「
滋
賀
の
福
祉
」業
界
で
楽

し
く
生
き
る
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

土日祝定休 ［くさつセンター］ 
〒525‐0032　草津市大路1丁目1‐1
ガーデンシティ草津・エルティ932 3階

TEL 077‐567‐3925 ／ FAX 077‐567‐3928
� jinzai@shigashakyo.jp

［ひこねセンター］ 月日祝定休　

〒522‐0074　彦根市大東町2‐28
アル・プラザ彦根4階　コージータウン内
TEL 077‐567‐3925 ／ FAX 077‐567‐3928
� kohoku-jinzai@shigashakyo.jp

お
問
い
合
わ
せ

福祉の仕事に関するご相談は、
滋賀県介護・福祉人材センターへ！

0910

滋賀の
福祉業界に
来てねー

すぐの就職は考えていないけれど、
家族や自分のために福祉や介護の
仕事についてちょっと知識を得たい
という人向けの講座もあって
とても身近なセンターです。

職場体験や
（インターンシップ）

施設見学が
したい！

就職を希望する本人だけでなく、
学生を送り出す教員や就職担当者、
保護者向けの説明会やミニ講座も
オーダーメイドで企画してくれて
大変ありがたいです。
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『
み
ん
な
の
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
を
カ
タ
チ
に
』

み
ん
な
が
悩
み
な
が
ら
足
を
運
ぶ
地
域
の
真
ん
中

働
く
マ
マ
た
ち
の
作
業
ス
ペ
ー
ス

就労相談などを行う個室スペース

LOCO Kitchen外観

子
育
て
カ
フ
ェ
か
ら
始
ま
っ
た

L
O
C
O
で
す
が
、母
親
の「
働
く
」

を
支
え
る
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。「
子
ど
も
を
産
ん

だ
あ
と
再
就
職
し
た
い
と
か
、自
分

で
起
業
し
た
い
と
か
思
っ
て
も
、ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
お
母
さ
ん
が
と
て
も
多
か
っ

た
」。い
き
な
り
行
政
の
窓
口
に
行
く

の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、な
じ
み
の

な
い
団
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

の
も
ド
キ
ド
キ
す
る
、と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。「
気
軽
に
相
談

で
き
る
と
こ
ろ
も
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、力
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。そ
れ
は
、カ
フ
ェ
に

集
う
母
親
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
る
中

で
生
ま
れ
た
気
づ
き
で
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た

ら
い
い
か
」と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
続
け

る
一
方
で
、行
政
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

企
業
と
の
協
働
に
向
け
て
準
備
を
進

め
ま
し
た
。そ
し
て
、セ
ミ
ナ
ー
や
交

流
会
を
開
催
し
た
り
、マ
ザ
ー
ズ

ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
出
張
相
談

を
実
施
し
た
り
、働
き
た
い
母
親
と

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん

だ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
生
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。

母
親
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、

企
業
側
か
ら
も
好
評
で
す
。「
企
業
さ

ん
も
、人
材
不
足
で
困
っ
て
い
る
。単

に
人
手
が
足
り
な
い
ケ
ー
ス
と
、ス

キ
ル
が
足
り
な
い
ケ
ー
ス
。ど
ち
ら

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
」。企
業
も

L
O
C
O
を
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

「
チ
ラ
シ
を
つ
く
れ
る
人
」「
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
の
あ
る
人
」な
ど
、ス
キ
ル

の
あ
る
人
を
求
め
て
い
る
け
れ
ど
、

ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
企
業

か
ら
は
、「
仕
事
を
お
願
い
し
た
い
」

と
L
O
C
O
に
連
絡
が
き
ま
す
。「
そ

こ
を
つ
な
い
で
、企
業
に
と
っ
て
の

課
題
解
決
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
」さ

ら
に
、ス
キ
ル
を
生
か
し
た
い

母
親
と
L
O
C
O
、企
業
が
チ
ー
ム

に
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
始
め

ま
し
た
。L
O
C
O
が
企
業
か
ら
仕

事
の
相
談
を
受
け
、登
録
し
て
い
る

母
親
ら
の
中
で
ス
キ
ル
を
生
か
せ
そ

う
な
人
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く

ス
タ
イ
ル
で
す
。L
O
C
O
が
間
に

入
る
た
め
、お
母
さ
ん
た
ち
は
企
業

と
の
や
り
取
り
の
必
要
も
な
く
、気

兼
ね
な
く
働
け
て
、
企
業
側
も

L
O
C
O
に
要
望
を
伝
え
れ
ば
い
い

の
で
安
心
で
す
。

「
経
験
が
あ
っ
て
、ス
キ
ル
の
高
い

お
母
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。で

も
、子
育
て
、介
護
、家
庭
の
こ
と
な

ど
自
分
以
外
の
要
因
で
、企
業
へ
の

就
職
は
難
し
い
場
合
が
あ
る
。そ
う

い
う
人
た
ち
に
も
仕
事
を
提
供
し
た

く
て
」

特
別
な
ス
キ
ル
が
必
要
な
仕
事
か

ら
、内
職
的
な
仕
事
ま
で
、さ
ま
ざ
ま

な
依
頼
を
受
注
し
て
い
ま
す
。「
み
ん

な
が
喜
ん
で
く
れ
て
、私
も
う
れ
し

い
」と
、宮
本
さ
ん
は
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

母
親
の「
働
く
」を
軸
に
、少
し
ず
つ
事
業
を
展
開

再
就
職
だ
け
で
な
い
ス
キ
ル
を
活
か
す
マ
ッ
チ
ン
グ

現
在
の
場
所
に
移
っ
た
の
は
、

2
0
1
9
年
。そ
の
と
き
か
ら
、コ

ン
セ
プ
ト
を「
み
ん
な
の
暮
ら
し

『
あ
っ
た
ら
い
い
な
あ
』を
カ
タ
チ

に
」へ
と
変
え
ま
し
た
。「
み
ん
な
に

事
情
が
あ
る
し
、み
ん
な
の
思
う
こ

と
を
形
に
す
る
の
が
、自
分
た
ち
の

役
割
」と
気
づ
い
た
か
ら
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
の
声
に
耳
を
傾

け
、ち
ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
＝
自
分

サ
イ
ズ
で
、少
し
ず
つ
事
業
を
増
や

し
て
き
た
L
O
C
O
。シ
ニ
ア
の
居

場
所
づ
く
り
や
、若
者
食
堂
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
シ
ニ
ア
の
人
た
ち
か
ら
は
、地

域
の
サ
ロ
ン
は
距
離
が
近
す
ぎ
て
、

み
ん
な
顔
を
知
っ
て
い
る
し
、な
か

な
か
本
音
を
言
い
に
く
い
っ
て
声

が
あ
っ
て
。た
し
か
に
そ
う
だ
な
と
。

で
も
こ
こ
な
ら
気
軽
に
集
え
る
と

言
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。人
生

自
体
が
楽
し
く
、い
き
い
き
で
き
る

空
間
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

若
者
食
堂
は
、以
前
は
夜
に
開
い

て
い
ま
し
た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
負
担

を
考
え
て
学
校
の
試
験
期
間
中
の

昼
間
の
開
催
に
変
え
ま
し
た
。「
誰

も
無
理
し
な
い
」
と
い
う
の
が
、

L
O
C
O
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の

と
こ
ろ
に
、サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
を

つ
な
ぐ
。市
民
と
行
政
や
企
業
の
間

に
入
っ
て
、「
真
ん
中
」
に
い
る
。

L
O
C
O
の
立
ち
位
置
が
、よ
う
や

く
見
え
て
き
た
と
、宮
本
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

「
誰
か
と
一
緒
に
考
え
て
、誰
か

の
悩
み
ご
と
が
解
決
さ
れ
て
い
く
。

み
ん
な
の
望
み
が
、み
ん
な
の
力
で
、

す
ご
い
速
度
で
形
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
真
ん
中
に
L
O
C
O
が
い
る

こ
と
が
喜
び
で
、す
ご
く
自
分
た
ち

に
合
っ
て
い
る
」。宮
本
さ
ん
は
、そ

う
感
じ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
悩
み
な
が
ら
足
を
運

ぶ
L
O
C
O
。集
う
人
た
ち
は
、泣

い
た
り
笑
っ
た
り
、忙
し
い
。「
で
も
、

そ
う
い
う
状
態
で
駆
け
込
ん
で
も

ら
え
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
、何
よ

り
う
れ
し
い
」

今
後
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

宮
本
さ
ん
の
頭
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
日
々
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
何
を

し
て
い
く
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い

け
れ
ど
、あ
え
て
言
う
な
ら
、ど
ん

な
と
き
も『
L
O
C
O
』と
し
て
こ

の
場
所
に
あ
り
続
け
た
い
、と
い
う

こ
と
か
な
」

そ
し
て
、宮
本
さ
ん
が
願
う
の
は
、

L
O
C
O
の
よ
う
な
場
所
が
い
ろ

い
ろ
な
地
域
に
増
え
て
い
く
こ
と

で
す
。ほ
か
の
地
域
か
ら
の
視
察
も

絶
え
ま
せ
ん
が
、話
を
聞
く
中
で
、

「
あ
り
続
け
る
」こ
と
の
大
切
さ
と

難
し
さ
を
感
じ
る
と
言
い
ま
す
。

「
L
O
C
O
の
仕
組
み
や
思
い
を
ど

ん
ど
ん
伝
え
て
い
き
た
い
。知
っ
て

も
ら
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

そ
の
地
域
ら
し
い
取
り
組
み
が
進
み
、

継
続
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
で
す
ね
」

1112



医
療
的
ケ
ア
児
者
支
援
に
か
か
る
滋
賀
県
の
動
向
と
施
策
に
つ
い
て

長
谷
川
貴
也
（
滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長
）

障害のある子と、
その家族
永井 裕司さん・寛子さん

Welfare policy and life活生

福
祉
の
政
策
と

#01_医療的ケア児者支援

※
１
先
天
性
中
枢
性
換
気
症
候
群（
C
C
H
S
）と
は
…
呼
吸
中
枢
の
先
天
的
な
障
害
に
よ
り
、主
に
睡
眠
時
に
、重
症
例
で
は
覚
醒
時
に
も
低
換
気
を
き
た
す
遺

伝
子
疾
患
。有
効
な
治
療
法
は
な
く
、成
長
に
よ
っ
て
改
善
し
な
い
永
続
性
の
も
の
。適
切
な
呼
吸
管
理
に
よ
り
、全
身
臓
器
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
こ

と
が
患
者
の
Q
O
L
や
予
後
改
善
に
お
い
て
最
も
重
要
と
さ
れ
る
。1
9
7
0
年
に
初
め
て
報
告
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
疾
患
で
、5
〜
20
万
人
に
１
人
と

さ
れ
て
お
り
、厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

                                                                                                                                                                                                                          

本
県
で
は
、糸
賀
一
雄
氏
に
よ
る「
こ
の
子
ら
を
世

の
光
に
」の
理
念
の
も
と
、西
日
本
で
最
初
の
医
療
と

教
育
の
機
能
を
持
つ
重
症
心
身
障
害
児
施
設「
び
わ

こ
学
園
」が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、現
在
の
よ
う
に
医
療

技
術
が
発
達
せ
ず
、福
祉
制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
な

い
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
に
よ
る
重
症
心
身
障
害

児
者
の
生
活
の
支
援
や「
重
症
心
身
障
害
者
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事
業
」に
至
る
重
症
心
身
障
害
児

者
の
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
元
年（
2
0
1
9
）度
に
県
内
に
在
宅

で
生
活
す
る
18
歳
未
満
の
医
療
的
ケ
ア
児
を
対
象
に

実
態
調
査
を
実
施
し
、2
8
7
人
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。調
査
の
中
で
本
人
と
家
族
の
困
り
ご
と
と

し
て
多
く
寄
せ
ら
れ
た「
一
時
的
に
預
か
っ
て
く
れ

る
サ
ー
ビ
ス（
レ
ス
パ
イ
ト
）の
不
足
」に
つ
い
て
、令

和
4（
2
0
2
2
）年
度
か
ら「
医
療
的
ケ
ア
児
者
対

応
事
業
所
開
設
促
進
事
業
」を
実
施
し
、医
療
型
短
期

入
所
な
ど
の
増
設
を
目
的
に
、新
規
法
人
に
対
す
る

事
業
提
案
か
ら
医
療
的
ケ
ア
の
講
習
会
、開
設
ま
で

の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
4
月
に
は
、法
に
基
づ
き「
滋
賀
県
重
症
心
身

障
害
児
者
・
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
、運
営
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。本
セ
ン
タ
ー
の

役
割
は
、重
症
心
身
障
害
児
者
、医
療
的
ケ
ア
児
の
支

援
に
か
か
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
や
支
援
者
へ
の

情
報
提
供
、研
修
業
務
、各
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
な
ど
、県
の
重
症
心
身
障
害
児
者
・
医
療
的

ケ
ア
児
者
支
援
の
核
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
に
お
い
て
は
、高
齢
に

な
っ
て
は
じ
め
て
要
医
療
的
ケ
ア
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

や
、学
校
行
事
や
進
路
に
か
か
る
内
容
な
ど
分
野
を

超
え
た
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

本
県
の
重
症
心
身
障
害
児
者
・
医
療
的
ケ
ア
児
者

と
そ
の
家
族
が
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
社
会
と
な
る
よ
う
、セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
契
機
に
、

改
め
て
実
態
把
握
を
進
め
な
が
ら
、関
係
者
の
皆
様

と
と
も
に
さ
ら
な
る
施
策
・
体
制
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、私
た
ち
夫
婦
と
、医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
９
歳
の
長
女
、次

女
と
猫
３
匹
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

長
女
の
病
気
は
、先
天
性
中
枢
性

換
気
症
候
群
（
※
1
）
。症
状
が
重
く
、

起
き
て
い
る
と
き
に
も
呼
吸
器
装

着
が
必
要
な
レ
ベ
ル
で
す
。現
段

階
で
有
効
な
治
療
法
は
な
く
、一

生
病
気
と
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。患
者
数
は
県
内
で
も

数
え
る
ほ
ど
で
、病
気
を
知
ら
さ

れ
た
直
後
は
情
報
交
換
を
す
る
仲

間
が
少
な
い
こ
と
が
悩
み
で
し
た
。

自
分
た
ち
が
医
療
的
ケ
ア
児
を

育
て
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て

も
お
ら
ず
、生
後
２
ヶ
月
で
病
気

の
宣
告
が
さ
れ
、有
効
な
治
療
法

が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
時
に
は
絶

望
感
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。今
ま
で

障
害
と
向
き
合
う
機
会
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、不
安
で
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
で
し
た
。

出
産
後
、N
I
C
U（
新
生
児
集

中
治
療
室
）か
ら
一
般
小
児
病
棟

へ
移
っ
た
の
ち
、退
院
。在
宅
医
療

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。自
分
た

ち
の
ミ
ス
で
我
が
子
を
死
な
せ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、慣
れ
な

い
医
療
ケ
ア
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、訪
問
看
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
な
が

ら
何
と
か
や
っ
て
き
ま
し
た
。

在
宅
医
療
を
始
め
て
１
年
半
が

経
過
し
、徐
々
に
医
療
ケ
ア
に
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
市
が
運
営
す

る
療
育
施
設
に
入
園
し
ま
し
た
。

こ
の
時
ま
で
悩
み
を
相
談
で
き
る

存
在
は
皆
無
で
し
た
が
、こ
こ
で

出
会
っ
た
方
々
と
は
今
も
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。病
気

や
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
を
育
て
る

親
と
し
て
気
軽
に
話
せ
る
存
在
は

と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、長
女
は
地
域
の
保
育

園
に
入
園
し
、健
常
児
に
囲
ま
れ

て
過
ご
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
と
同

じ
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
さ
せ
た

い
」と
い
う
私
た
ち
の
気
持
ち
を

く
ん
で
い
た
だ
き
、長
女
は
運
動

会
や
お
遊
戯
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。保
育

園
の
年
中
に
な
る
と
地
域
の
小
学

校
か
特
別
支
援
学
校
、ど
ち
ら
に

行
く
か
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、長
女
の
意
志
も

考
慮
し
て
地
域
の
小
学
校
へ
の
進

学
を
決
め
ま
し
た
。そ
こ
で
驚
い

た
の
は
子
ど
も
た
ち
の
適
応
能
力
。

早
々
に
病
気
の
特
性
や
呼
吸
器
に

慣
れ
、支
援
級
に
遊
び
に
来
た
り
、

手
紙
を
書
い
た
り
し
て
く
れ
る
子

た
ち
も
い
ま
し
た
。

今
現
在
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、

通
学
な
ど
で
常
時
使
用
で
き
る
移

動
支
援
が
な
い
こ
と
。医
療
物
品

な
ど
携
帯
す
る
も
の
が
多
く
移
動

に
は
苦
労
を
要
し
ま
す
が
、医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
た
め
看
護
師
が

つ
い
て
い
な
け
れ
ば
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
ず
、ど
う
し
て
も

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、生
活
圏
内

に
は
利
用
で
き
る
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。重
症
心
身
障
害
児
で
あ
れ
ば

受
け
入
れ
可
能
だ
け
れ
ど
も
、動

け
る
医
療
的
ケ
ア
児
は
受
け
入
れ

で
き
な
い
制
約
が
あ
り
、課
題
の

一
つ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
私
た
ち
が
お
伝
え
し
た

い
こ
と
。そ
れ
は
、障
害
を
抱
え
て

い
る
人
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

周
り
を
よ
く
見
渡
せ
ば
、皆
さ
ん

の
身
近
で
も
何
ら
か
の
障
害
を
抱

え
て
い
る
方
が
必
ず
い
る
と
思
い

ま
す
。そ
の
方
に
対
し
て
少
し
で
も

興
味
を
抱
き
、寄
り
添
う
気
持
ち
を

持
っ
て
ほ
し
い
。こ
う
し
た
想
い
が
、

障
害
の
あ
る
方
が
生
き
や
す
い
世

の
中
を
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。ま
た
、親（
＝
ケ
ア
を
す

る
家
族
自
身
）の
人
生
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
も
、行
政
や
医
療
的

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
力
が
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し

て
、少
し
で
も
良
い
世
の
中
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生活の中で人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為を恒常的に必要
とする医療的ケア児者については、医療技術の進歩によりその数が増加しています。
医療的ケア児に限っても平成17（2005）年から平成30（2018）年までの15年間に全
国で2倍という増加率です。加えてそれぞれが心身の状況に応じた適切な支援を受け
られることが重要な課題となり、医療的ケア児の健やかな成長とその家族の離職の
防止、安心して子どもを生み育てることができる社会の実現を目的に令和3（2021）年
9月に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が施行されています。
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自分の性格では特別な人間関係なんて築けないし、

ただレッスンに通うだけで大した仕事じゃないだろ

う、と思っていた橘の心が徐々に溶かされていく様

子には心が動かされます。しかし、2年間の潜入期

間が終われば、そのすべてが崩れてしまう。潜入期

間の終わりを恐れる橘の心情に同調するように、読

んでいる自分も段 と々ページをめくるのが怖くなっ

ていきます。「信頼を育てるのが時間なのだとしたら、

壊れた信頼を修復させるのもまた時間」という言葉

が印象に残りました。

＜あらすじ＞

著作権管理団体で働く橘樹。
著作権侵害の証拠をつかむ
ため、大手音楽教室への潜入
捜査を命じられる。チェロ講
師の浅葉や教室に通う仲間と
の交流から、内向的な橘も少し
ずつ心を開いていくが、同時に
周囲を欺く潜入捜査への葛藤
に苦しむ。捜査期限はせまり…

東日本大震災の不安と混乱の渦中における自閉症

をもつ子どもたちと家族の生活が記されています。

著者の高橋さんは、現在に至るまで長年にわたって

ブログを更新されており、震災当時もブログのコメ

ント欄などで励まし合って過ごされていたとのこと。

この本は、震災後に「伝えたい」「残したい」「次につ

なげたい」という願いを込めて2011年７月に出版さ

れました。お子さんの特性に寄り添いながら、家族

で協力して震災を乗り越えられる様子をブログ調

でとてもわかりやすく書かれています。

＜あらすじ＞

大地震、大津波、ライフライン
が止まった…
そのとき、なにが起きたのか、
人々はどうしたのか。宮城で
被災した自閉っこのママたち
があの日、家族になにが起き
たのか家族はどうやって生き
のびたのかその体験をリアル
に綴る。

「やられたら、やりかえす？それでいいの？」暴力に対して、こんな問いをされた

あなたならなんて答えますか？対立の爪痕と記憶を残し「平和の壁」に分断され

た街、北アイルランド・ベルファスト。不安定で不透明な世界を生きる、子どもた

ちとケヴィン校長の「対話」の授業と日常が、プレスリーの着信音とともに丁寧

に描かれています。授業に集中できない子、けんかを繰り返す子、先生たちは一

人一人に向き合い常に共感を示し、対話を持ちかける。 “考えること”って、子ど

もたちにとっても、私たちにとっても大切なこと。あなたはこの映画を見て何を

感じ、考えますか？哲学の魅力に触れ、力に気づくことができる映画です。

北アイルランドのある小学校では「哲学」の授業がある。エルヴィス・プレスリーをこよ
なく愛するケヴィン校長は「どんな意見にも価値がある」と小さな彼らと向き合い伝え
る。子どもたちは異なる意見に耳を傾けながら、自分の考えを整理し、言葉にしていく。
哲学を通して子どもたちの生きる力を育むドキュメンタリー。

「ぼくたちの哲学教室」 2021年製作／102分／
原題：Young Plato／配給：doodler／
2023年5月27日劇場公開＞＞全国順次ロードショー

Recomended Movies & Books

ラブカは静かに弓を持つ 大震災自閉っこ家族のサバイバル

ぼくたちの哲学教室

著者：安壇美緒 ／ 出版社：集英社 著者：高橋みかわ／出版社：ぶどう社
BOOK

MOVIE

BOOK

おすすめ
Recomended Movies & Books

おすすめ
Recomended Movies & Books

の映
Recomended Movies & Books

映
Recomended Movies & Books

画
Recomended Movies & Books

画
Recomended Movies & Books

と本
Recomended Movies & Books

本
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おすすめの映画と本
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ら
す
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福
祉
に
関
わ
る
方
が

ど
の
よ
う
な
想
い
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、普
段
な
か
な
か

〝聞
け
な
い
声
〞
〝届
か
な
い
声
〞に

焦
点
を
当
て
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

福
祉
に
関
わ
ら
れ
て
い
る
方
の

想
い
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

今
号
は
、福
祉
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
や
障
害
者
の
矯
正
施
設
出
所
者
や

被
疑
者
な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う

滋
賀
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
に
フ
ォ
ー

カ
ス
さ
れ
、「
加
害
者
の
支
援
を
す

る
と
こ
ろ
で
す
ね
」と
言
わ
れ
る
の

で
す
が
、事
件
を
起
こ
す
に
至
っ
た

背
景
を
考
え
る
こ
と
が
職
務
で
、大

前
提
は
困
っ
て
い
る
人
の
支
援
で

す
。ま
た
、罪
を
犯
し
た
人
が
帰
る

「
箱
」（
＝
施
設
な
ど
）を
探
す
と
い

う
よ
り
も
、人
と
の
つ
な
が
り
を
調

整
し
て
い
ま
す
。

お
金
が
あ
る
の
に
窃
盗
す
る
人
も

い
ま
す
。お
金
に
困
窮
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、掘
り
下
げ
て
み
る

と
多
く
の
ケ
ー
ス
は
人
と
の
つ
な

が
り
に
飢
え
て
い
ま
す
。精
神
を
患

い「
逮
捕
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ

て
」無
銭
飲
食
す
る
人
も
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
け
ど

他
に
方
法
が
な
か
っ
た
」と
言
い
、

そ
の
人
な
り
の
S
O
S
だ
っ
た
と

知
っ
た
と
き
は
、衝
撃
で
し
た
。

生
活
保
護
受
給
の
相
談
に
行
っ
て

も「
困
っ
た
」と
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
く
て
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、お
腹

が
減
っ
て
い
た
の
で
そ
の
足
で
お

弁
当
を
盗
ん
だ
人
も
あ
り
ま
す
。

「
困
っ
た
」と
話
せ
た
な
ら
、き
っ
と

そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。私
た
ち
が

一
緒
に
行
く
と
伝
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、犯

罪
を
し
な
く
て
す
む
人
は
た
く
さ

ん
い
る
。そ
う
い
う
気
づ
き
を
共
有

で
き
る
人
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、つ
な
が
り
た
い
と

き
に
つ
な
が
っ
て
も
ら
い
、面
談
に

来
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、ま
た
半

年
後
に
来
て
く
れ
た
ら「
久
し
ぶ
り

で
す
ね
」と
迎
え
る
。途
切
れ
ず
に

細
く
つ
な
が
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、相
談
事
業
所

や
訪
問
看
護
、ヘ
ル
パ
ー
、権
利
擁

護
や
社
協
、自
治
体
の
生
活
保
護
課
、

障
害
福
祉
課
、病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
や
医
師
・・・
。本
人
が
つ
か
み

た
い
糸
を
つ
か
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、つ
な
が
り
の
糸
を
た
く
さ
ん

準
備
し
ま
す
。定
期
的
に
会
う
人
た

ち
が
増
え
れ
ば
、気
持
ち
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。

事
件
だ
け
に
着
目
す
る
と
困
難

ケ
ー
ス
に
思
え
て
も
、表
情
も
言
葉

も
活
気
が
な
く
て
う
ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
か
っ
た
人

が
、多
く
の
人
に
応
援
さ
れ
、つ
な

が
り
を
も
つ
こ
と
で
変
わ
っ
て
い

く
。生
活
が
豊
か
に
な
る
っ
て
、こ

ん
な
に
も
人
を
変
え
る
ん
だ
な
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

矯
正
施
設
か
ら
出
る
人
を
支
援
す

る
場
合
は
、ま
ず
施
設
に
出
向
い
て

会
い
に
行
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
ど
ん

な
生
活
を
送
っ
て
き
て
、社
会
に

戻
っ
た
ら
ど
う
し
た
い
か
を
た
く

さ
ん
聴
き
、一
緒
に
考
え
ま
す
。関

係
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、必
要
な
支

援
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
何
も
で
き
な

い
の
で
、そ
の
人
が
帰
り
た
い
地
域

の
人
た
ち
と
応
援
団
を
つ
く
り
、つ

な
い
で
い
き
ま
す
。「
今
度
こ
う
い

う
人
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
の
で
、こ

れ
か
ら
の
生
活
を
一
緒
に
考
え
て

ほ
し
い
」と
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
。

刑
務
所
か
ら
出
て
く
る
人
と
な
る

と
、「
悪
い
こ
と
を
し
た
人
」と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し「
怖
い
」と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。私
も
、実
際
セ
ン
タ
ー

に
配
属
さ
れ
る
ま
で
は
そ
う
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、事
件
の
背
景
を

知
る
と
、し
ん
ど
い
思
い
を
抱
え
て

い
た
人
が
多
く
、見
方
が
変
わ
り
ま

し
た
。幼
少
期
に
虐
待
を
受
け
た
り
、

障
害
が
あ
っ
て
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
て
い
た
り
。そ
う
い
う
実
態
を
、

地
域
の
支
援
者
に
も
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、薬
物
や
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症
が
あ
る
方

の
ケ
ー
ス
で
す
。何
度
も
刑
務
所
に

入
り
、帰
る
場
所
が
な
く
、出
て
も

す
ぐ
に
再
犯
し
て
し
ま
う
。一
度
相

談
が
あ
り
、す
ぐ
に
取
り
下
げ
ら
れ

て
つ
な
が
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

あ
る
日
再
び「
困
っ
て
い
る
」と
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
約

２
年
、刑
務
所
に
行
か
ず
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。依
存
症
治
療
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
け「
応
援
さ
れ
て
い

る
」自
覚
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

悪
い
つ
な
が
り
を
自
ら
断
ち
、安
定

し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
人
生
で
傷
つ
き
、誰
に
も
相

談
で
き
ず
、結
果
的
に
罪
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
人
が
本
当
に
多
い
と
実

感
し
ま
す
。人
と
の
つ
な
が
り
を
求

め
て
、昔
の
悪
い
仲
間
と
つ
な
が
り
、

再
犯
に
い
た
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー
が
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
か
、知
ら
れ
て
い
な

い
現
状
が
あ
る
の
で
、ま
ず
は
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、そ
の
人
の

表
面
的
な
部
分
だ
け
で
な
く
、背
景

も
含
め
て
見
て
ほ
し
い
。ど
う
し
て

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
ん

だ
ろ
う
、と
考
え
を
巡
ら
せ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

滋賀県地域生活定着支援センター

所長  松田 裕次郎さん

滋賀県地域生活定着支援センターは、現在滋
賀県から委託を受けて社会福祉法人グロー
(GLOW)が運営しています。
当センターは地域で落ち着いて生活できるまで
の案内役だと思っています。私たちの力で再犯
が防止できるわけではない。アセスメントはしま
すが、地域の中でこの人をどう支えていけばい
いのかを考えていくことになります。
どこにも行き場がなく、孤立し、再犯して刑務所
に行くことが自分の居場所を確保できる方法に
なっている人は「こんな生活をするくらいなら刑
務所の方がましだ」と思ってしまいます。でも、
そうはさせないし、そこまでたどり着かないよう
に支援するのが私たちの仕事です。
地域に帰った人の問題行動が出ないようにする
のは、支援チームや地域の人の力です。困った
ときには、地域からセンターに相談があり、その
時に生育歴を伝えたり、アドバイスしたりします。
「この人の支援は難しい」と、地域にあきらめさせ
ないことが、私たちの大事な役割だと思っています。
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社会には、本来福祉サービスが必要であるにもかか
わらず、見過ごされてきた高齢者や障害者が大勢い
ます。そうした人たちの中には、生活困窮などを理由
に止むに止まれず事件を起こし、刑務所や少年院な
どで受刑する人も少なくありません。また、退所後の
受け入れ先がなく、自力で必要な福祉サービスにた
どり着けないことが多いため、万引きなどの再犯で、
刑務所へ戻るリスクが高くなることがわかっています。

そこで、2009年度から厚生労働省は高齢や障害に
より福祉的な支援を必要とする出所者のために、帰
住先の調整や必要な福祉サービスの手続き等を行
う「地域生活定着支援センター」を各都道府県に設
置しました。地域生活定着支援センターは保護観察
所と協働して事業の実施にあたっています。

福祉的な支援を必要とする高齢または障害者（疑いを
含む）への支援を行います。

【ア】出所後の帰住地を調整する支援（コーディネート）、
その後の定着支援（フォローアップ）

【イ】出所者等への福祉サービス等についての
相談支援

【ウ】地域のネットワーク構築と連携促進、情報発信

地域生活定着支援センター とは...

地域生活定着支援センターの主な業務

わ
た
し
と

ふ
く
し
の

  

は
な
し

相談支援員 吉野 亜矢子さん

相談支援員 赤澤 慶一さん



県社協レポート

滋賀県社会福祉協議会

新会長メッセージ

滋賀県社会福祉協議会では

「ひたすらなるつながり」の理念のもと、

福祉関係者や地域のみなさんとともに、

さまざまな事業を実施しています。

このコーナーでは本会の取り組みや

職員の思いを紹介します。

（レポーター：滋賀県社会福祉研修センター 小山泰輝）

（上）会場はカジュアルな雰囲気を演出

（下）和気あいあいとお話のできる機会です

ふく・楽ＣＡＦＥは、高校生や大学生など福祉の仕事に関心のある方と現場で

イキイキ働く福祉人との出会いの場です。「ふくしの仕事と楽しく生きる」をコン

セプトに、滋賀県介護・福祉人材センターが実施してきました。福祉の仕事の楽

しさや奥深さなどを知ることができ、福祉への興味をより深める場となっていま

す。カフェのようなリラックスした雰囲気で参加できることが大きな特徴です。

滋賀の福祉人研修は、滋賀県社会福祉研修センターの事業として、支援の知

識や技術を支える基本となる支援者としての高い倫理観や価値観を有し、主体

的に日々の福祉実践を行う人材育成を目指した研修プログラムです。保育、児

童、障害、高齢など社会福祉に従事する全分野共通で取り組んでいます。

今年度より、滋賀の福祉人研修(全分野共通)の最終日に「ふく・楽ＣＡＦＥ」を

取り入れました。特に新任職員について、所属組織以外の同期職員としてのつ

ながりを広げ、これから共に支え合い、助け合う関係づくりをねらいとしていま

す。コンセプトは、～福祉の職場で働く仲間と「ともに学ばん、ともに遊ばん、と

もに生きなん」～です。リラックスした雰囲気で先輩職員の体験談を聞いたり、

チーム対抗でゲームをしたり、交流の時間をメインとして、受講者のみなさんが

一体感を感じることのできる研修となっています。

受講された皆さんは、分野や事業所・法人の垣根を超えてつながった「志を共

にする仲間」です。滋賀の福祉人として一体となって歩んでいけるよう、今後も

つながりが着実に続き、広がっていくためにサポートしていきます。

研修の最後にはアンケートに加えて、日頃の支援を通して困ったなぁと思うこと

や難しいと感じていること、また改善できるといいなぁと思っていることなど率

直な思いを「気づきシート」に記入していただいています。貴重な現場の声は、今

後の研修や本会の事業にいかして取り組んでいきたいと考えています。

人
材
セ
ン
タ
ー
＋
研
修
セ
ン
タ
ー

ふ
く
・
楽
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ×

滋
賀
の
福
祉
人
研
修

受講者 Ｂさん

とても学びにつながりまし
た。さまざまな福祉の方と
学びを共有できて本当に
貴重な時間となりました。

受講者 Ａさん

実際に先輩職員の方
の話を聞いて、これか
らも頑張ろうという気
持ちになりました。

受講者 Ｃさん

多くの方とディスカッションでき、
自分の知らない福祉分野の話も
聞けてよかったです。またどこ
かで一緒にお仕事したいです。

６月２３日から会長に就任いたしました市川忠稔です。

少子高齢化の進行とともに人口構造も大きく変化する中で、お互いに助け合う人

と人との「つながり」が弱まっている現状があります。こうした背景のもと、いよい

よ人口減少社会に突入し、コロナ禍がいっそう拍車をかける形で、多くの方々が

「孤独・孤立」を感じています。現実に厳しい生活に追い込まれている方々が増加

している状況がまさに今日の私たちを取り巻く情勢でしょう。

しかし、こうした情勢のもとだからこそ、県内各地で地域の課題に気づき、優れ

た福祉実践が積み重ねられているのが「滋賀の福祉」の強みでもあります。これ

まで、滋賀県社会福祉協議会は、「滋賀の縁創造実践センター」として、さまざま

な地域の実践者の皆さんと知恵を絞りながら、厳しい環境におかれている方々

を支える独自の取り組みや公私連携の取り組みを進めてまいりました。

今、本会が求められているのは、現状を鋭く見つめて、これまでの取り組みを振り

返り、「滋賀の縁」を時代の要請にこたえるものとして磨きをかけ、地域福祉の基

盤をゆるぎないものにしていく不断の取り組みだと考えております。ともに歩む実

践者の皆さんと福祉の価値を共有しながら、本会の理念である「ひたすらなるつ

ながり」のもと、人間的共感にねざした共生社会を目指し、様々な福祉実践が重

なり合うことで誰もが安心して暮らせる地域福祉を展開してまいりたいと存じます。

誰一人取り残さない社会の実現は、日々の地道な一つ一つの取り組みの積み重

ねの先にあるものと私は思います。これからの世の中の動向にしっかりと目を向

け、今、我々は何をすべきかということを常に考えながら、新たな課題へも果敢に

取り組んでまいります。

あらためて、本会活動につきまして、さまざまなお立場から引き続きご支援・ご協

力・ご助言を賜りますようお願い申し上げます。

チーム対抗ゲームの様子

〈受講者の声〉
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〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和５年度

子どもは、社会の希望。子育ては、社会全体の幸福であってほしい。

NPO法人

Moms fun
代表 

秋村 加代子さん 福祉論壇
ろ ん だ ん

ふ くし
しが

学校入学を機に子育て支援の広場へお手伝い

に行くようになりました。

子育て支援の広場スタッフを経験した後、今か

ら5年前にNPO法人Moms funを立ち上げまし

た。そして今、子育て支援や自身の子育ての経験

から感じることがあります。子育てが、個人や家

庭内だけの問題だと思ってしまっている人、「助

けて」と言うことがいけないことと思っている人

がいかに多いかということです。広場によく遊び

に来ていた親子がいました。以後偶然ばったりお

会いした際、幼稚園から不登校になり悩んでい

るけれど自分ではどうしたらいいかわからない、

と吐露されました。支援の広場ではいつもニコニ

コ笑顔の素敵なお母さんでしたが、その笑顔は

なく沈んでおられる様子でした。子どもの実情を

理解してもらえず、育て方を問われたり、心なく

家庭の責任だと言われたりしてしまうこともある。

そんな辛い経験から支援を諦めてしまう人も少

なくありません。

当事者の気持ちが最優先されるべきですが、声

を上げなければ支援につながらない。そんな社

会は果して子育てに優しい社会なのでしょうか。

そんな湧き上がる疑問もあって、昨年、市内の子

育て活動に尽力される団体と「地域主導型ネッ

トワーク」をつくりました。子どもは、社会の希望

です。子育ては、社会全体の幸福であってほしい

と願っています。そして今日も我が家では、ニコ

ニコくるくると幸せな時間が続いています。

今日も台所で夕飯の支度をしていると、次女がま

だかまだかと催促するように、私の周りをニコニ

コくるくる回っています。そんな光景が我が家の

日常。お腹が空いているのか、はたまたサボらな

いよう監視しているのか。言葉のない彼女の本当

の気持ちはわかりませんが、ちょっとした顔の表

情や行動でその気持ちを感じ取っています。

そんな次女も今年で24歳。重度の知的障害と自

閉症があります。産後4日目に医師からダウン症

であることを告げられました。当時は今のように

SNSで何でも即座に検索できる時代ではなかっ

たので、ダウン症候群と見出しのある書籍を本

屋で探し懸命に読んでいました。ところが書籍

には医学的に難しい内容ばかりでますます不安

になっていきました。幼少期は体が弱く入退院を

繰り返し、2つ上のお姉ちゃんとは違い、すべて

の成長がゆっくりだったので、上の子の子育てよ

りも手がかかっていました。あの頃を振り返ると、

子どもの障害を前向きに受け入れていたものの、

思うようにいかない子育てに悩んだり、子どもの

将来に不安を感じたりしていたように思います。

そんな時、県の療育施設に通い始め、同時にダ

ウン症の子をもつ親の会の方 と々の出会いがあ

りました。そこで「悩んでいるのは自分だけじゃ

ないんだ」と、孤独感から解放され気持ちがとて

も楽になったことを覚えています。やがて少しず

つ周りにも目を向けられるようになり、自分にで

きることで「誰かの支えになれれば」と、娘の小
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